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後の研究が必要であると考えられた。

本試験取りまとめについて．栽培第2部・作物第8

研究室大久保隆弘室長，同岩田文男技官より教示を得

た。ここに謝意を表する。

5．摘　　　　　要

4月15日からほぼ20日間隔で8回播種した極早

生～晩生の大豆品種について，生育期間を開花期を中

心に2分した，それぞれの播雇期間における破算され

た温度の変動係数が最小になるような日平均気温の語

算範囲を求め，開花期，成熟期の予測について検討し

た。

t　播種期～開花期間の暦日による日数の変動範囲

は長大で74日であるが，語算される温度範囲を14

～28℃にとると変動係数はa4帝と最小を示し，有

効演算温度の平均値とその95多信頼区間は459士59

℃でその区間は日数に換算して7日以内であって，開

花期の予測は語算気温によって行なうことが合理的で

あると考えられた。

2．開花期～成熟期間の暦日による日数の範囲は最

大で12日であった。積算される温度範囲を1～14

℃にとると変動係数は49多と最小を示し，有効積算

温度の平均値とその95喀信頼区間は925士56℃で

その区間を日数に換算すると15日であり，暦日に比

べ推定誤差は大きくなった。
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畑稲マルチ栽培に関する研究

第8報　傾斜地における不整現象の解析

米田秋作・古沢典夫・神山芳典・大野康雄

（岩手県農試）

1．ま　え　が　き

44年度の岩手県におけるマルチ畑稲は，ほぼ2，00D

haの栽培面積で，そのうち，傾斜畑の占める割合が

多く，しかも，斜面の耕作利用型態は等高瞳が多い。

従来，憤斜地における等高瞳いわゆる横睦はおもに土

壌陵蝕の防止すなわち，土壌保全上から有利な栽培法

と考えられてきたが，マルチ畑稲の等高畦栽培に別、

て，同一畦内の下位列の畑稲の生育が上位列に劣り．

生育不整となり，立枯症状の発生などがあり，減収が

認められ，その解決が望まれている。したがって，44

年度に（9生育不整現象と収量に及ぼす影響，（動生育不

整現象発生の原因，（勤生育不整対策の樹立をねらいと

し，本試験を実施した結果，2～Sの知見がえられた

ので報告する。

2．試．験　方　法

t・供用品種：シモキク

2．施肥量（成分Kク′a）：厩肥150KF・N一m8・

7205－0，74・Ⅹ20－1，06　●Mg－0，28
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（BB陸稲化成6，7Kgを使用）

5．播種法：8212透明fHjを供用，密度はa当

り187珠，1株10粒，4月25日播種。

4　条件：場内東面，傾斜角度9－17C水蝕をすで

に受けており心土が表われ肥沃でない。

第1蓑　生　育　の　概　況

5．区制および1区面騎：各傾斜の上．中．下5区・

1区50，㌦

5．試験結果ならびに考察

t　生育の籾：況

　　 項 目

区 別
出　 穂　 期

7 月 2 8 日 成　　　 熟　　　 期

草　　 丈 茎　　 数 稗　　 長 穂　　 長 穂 数 7㌦ 当 り

等

高

睦

上　　 位　　 列
♂ 1 。日

5 5．7 C花 5 1．8 本 d Z 8 C 耽 1 7 9 8 統 4 1 5 ．8 本

下　　 位　　 列 a l d 5 4 1 5 1．2 8 8 ．1 1 ヱ9 5 4 5 ．1

上 位 ／ 下 位 （喀） 1 0 0．0 1 0 5．0 1 0 1．9 1 D 2 ．6 1 0 0．0 1 2 0 ．5

上　 下　 平　 均 a 1 ° 5 4 9 5 1．5 d Z D 1 7 9 5 8 0．5

タ　　　　 テ　　　 畦 a l d 5 占．1 2 9．0 d Z 7 1 8 ．0 5 4 5 ．0

上 下 平 均 ′ タ テ 畦 翰 1 0 0．0 9 7 9 1 0 8－占 9 8 ．9 9 鼠4 1 1 0．5

第1表に示すとおり，出穂期において，上位列と下

位列に差がみられなかったほかは．7月28日および

成熟期の調査においても，どの形質も上位列が下位列

にまさっている。とくに，上位列の7㌦当り穂数は下位

列に比べて，20．5喀増であった。

次に，縦畦と梼畦上，下位列平均の比較では，出穂

第2表　収　量　の　概況

前草丈および成熟期の稗長，穂長は縦瞳が梼瞳に劣っ

た。また，廣陸の各上，下位列と縦瞳と比べると，下

位列の草丈，梓長が縦瞳に劣るほかは，横瞳が離陸に

まさった。

2．収量の概況

項　 目
a　当　 り ㌍ a　当　 り a　当　 り 籾　 摺 a　 当　 り a　当 り 玄　 米

区　 別 わ　 ら重 精 粗 重 屏　 重 歩　　 合 精玄 米重 屑 米 重 ヱ　 重

等

高

瞳

上　　 位　　 列
5 4 ㌢ 1 0 エロ喀 5 a ㌘ n 。撃 8 m 戸 　 K g

4 6．7
1．藷 8 2 才

下　　 位　　 列 4 5．7 1 2 0．7 5 5．0 8 5 4 8 0．5 4 4．4 1．4 7 8 2 8

上 位 ′下位 （喀） 1 1 9．7 8 8．8 1 0 8．4 1 2 4 1 9 9．5 1 0 5．2 1 0 ヱ5 9 鼠5

上　 下　 平　 均 5 0．2 1 1 5．9 5 占．8 n d l 8 D．5 4 5．° 1．5 5 8 2 4

タ　　　　 テ　　　 瞳 4 5．2 1 1 2．5 5 m 占 n 5 5 7 鼠4 5 9．9 1．7 d 8 2 0

上 下 平均 ′タテ吐 伊） 1 1 1．1 1 8 1．4
1

1 1 2．2
l

1 1 4 2 1 0 1．1 1 1 4 2 8 8．° 1 0 0．5

第2表に示すとおり，同一等高吐内では，栴玄米重

・わら重・精粗重・屑重・屑米重は上位列がまさり，

籾わら比・叛摺歩合・ヱ重は下位列がまさった。これ

は，後期分けつが有効化し，穂数が増加した結果，上

位列のわら重その他の栄養体を多くしたが，44年度

の豊熟時の不良気象が子実の充実を不良にし，屠凱

屠米を多くし，籾わら比を低下せしめたものと思われ

る。

また，構睦の上，下位列平均と縦瞳の収量を比較す

ると，明らかに，検畦は登熟がよく，精粗，玄米重は

多く，屑米は少ない。

なお，縦瞳と杭睦の各上，下位列の収量比較につい

ては，本試験の結果からは，結論をえ難く，さらに検

討の必要がある。

以上のように，憤斜畑における畑稲マルチの横畦栽

培において，生育，収量とも上位列が下位列にまさる

ことが確認された。



東　北　農　業　研　究　第15号　　　　　　　　　　　　149

4．原因　と　対策

t　地温の推移

第5表　地　温　の　推　移

地 温

時 間 列 別

地　 表　 温　 忙 ） 地 下　 5　 C訊　 （℃ ） 地 下 1 0 e 糀　　 （℃ ）

上　 列 下　 列 差 上　 列 下　 列 差 上　 列 下　 列 差

9 h うえ 1 5 ヱ 5 1．占 2 4 2 2 2 ．8 1．4 2 0．占 2 0．5 n 5

1 0 4 4 0 4 乙 4 1．° 2 8 ．2 2 ＆ 1 2．1 2 1．7 2 1．5 0．4

1 1 4 8，0 4 4 5 1．5 5 1．2 2 8．7 2．5 2 5 ．2 2 2．5 n 7

1 2 4 5 ．9 4 5 ．0 n 9 5 5．5 5 0．9 2 ．占 2 5 ．5 2 4 0 1．5

1 5 4 5．7 4 5 ．0 0．7 5 4 8 5 2 ．5 2 ．5 2 占．9 2 5．7 1．2

1 4 5 7 1 5 7 1 8 1 5 4．4 5 2．5 1．9 2 ヱ 9 2 8．7 1．2

1 5 5 5．6 5 5．4 0．2 5 2 ．8 5 1．5 1，5 2 8．5 2 Z d 1．1

1 8 5 0．8 5 0．7 n l 5 1．4 5 m 4 1．0 2 8．8 2 7 8 0．8

1 7 2 4 9 2 5 ．0 0．1 2 9．2 2 8．4 n B 2 8．2 2 ヱ 7 n 5

1 8 2 2 ．1 2 2 ．D n l 2 7 2 2 8．8 n d 2 ス 7 2 7 2 8 5

1 9 1 8 ．4 1 8 ．4 D 2 4 4 2 5 ．8 n d 2 占．占 2 8 ．5 0．5

2 0 1 ヱ 5 1 7 5 0 2 2 ．9 2 2 ．5 n 4 2 5 ．7 2 5．5 0．7

2 1 1 ヱ 4 1 ヱ 2 0．2 2 1．9 2 1．8 0．5 2 4 9 2 4 7 n 2

2 2 1 6．2 1 6．0 n 2 2 0．7 2 0．5 n 2 2 5．8 2 5，7 0．1

2 5 1 5 ．4 1 4 7 8 7 1 9．9 1 9．5 一　 m 4 2 5．1 2 2 ．9 0．2

2 4 1 4 5 1 4 2 0．5 1 9，2 1 8，8 8 4 2 2 ．4 2 2 ．5 0．1

1 1 5．8 1 5 ．5 n 5 1 8．4 1 8 ．2 8 2 2 2 ．1 2 1．9 n 2

2 1 5．7 1 5 ．2 n S 1 7 8 1 ヱ 占 n 2 2 1．8 2 1．5 n 5

5 1 5．8 1 5 ．5 n 5 1 ス 4 1 ヱ 2 0．2 2 1．1 2 0．9 0．2

4 1 4 0 1 5．5 0．5 1 Z l 1 °．9 0．2 2 0．d 2 0．4 0．2

5 1 4 5 1 4 1 n 4 1 7 0 1 占．7 0．5 2 0．1 2 0．0 0．1

d 1 5 ．2 1 4 占 a d 1 7 0 1 6．7 m 5 1 又 8 1 9．8 0．2

7 1 5 ．8 1 5 ．4 n 4 1 Z D 1 8．7 0 ．5 1 9．8 1 9．4 0．2

8 1 8．2 1 ヱ0 1．2 1 エ 2 1 7 2 0 1 9 ．7 1 9．2 n 5

第5表，第1図に示すとおり，地表温，地下5㈹温，

地下1Dc花温の三点において，昼夜とも，上位列が下

位列より高温に推移し，とくに，地下5C罷温が12時

において，上位列が下位列より2・8℃高温であるよう

に，上位列の温度上昇が高い。その結果，生育は良好

となり，収量が上位列が下位列にまさる結果を示した

ものと思われる。

なお，上位列の温度が下位列のそれに比べ高いのは，

いうまでもなく，上位列が日光に直射される面葛が広

いためである。すなわち，下位列は根城であるスソの

部分も多く，受光面敬が少ないうえに，スソの部分が

また午後には日蔭にな’ってしまう。しかし，上記地温

の測定時期は9月18－19日で，畑稲の生育程度は

春播と同じとはいえ，春季における地温の推移とは若

干異なるものと思われる。
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2．根　　　圏

根因は第2図のとおり，上位列が下位列に比べ明ら

かに広い。しかも活力に満ちた細板が株を中心に平均

的に両域に分布しているのに反し，下位列は，スソの

角度が根株から近く，角度が急で，板は株より上側に

多く下側に少なくかたよった分布を示し，全体に板圏

が狭いことが確認された。したがって，上位列の根圏

の広さも温度と相関連して，生育，収量に好影響を及

ぼしたものと思われる。

第1図　地　温　の　推　移

5．土　壌　水　分

第4蓑　上下列別土壌水分の比較（9月17日　喀）

第2回　板　の　分　布

部　 位　 時　 間
9 1 1 1 5 1 5 平　　 均 同　　 比

上　　 位　　 列 S d．9 7 5 8．7 0 5 Z 7 8 5 6．0 0 5 8．8 占 1 0 0．0

下　　 位　　 列 5 8．0 4 5 鼠0 8 5 8 4 7 5 6．8 4 S a O d 1 0 5．2

第4表は乾土当りの水分で，2時間ごと4回，憤斜

畑では最も水分移動の多いと思われる時点での調査で．

明らかに，下位列が上位列に比べ，水分が多い。そし

て，このことがまた，地温と関連があってのことであ

ろうが，下位列の立枯症状発生の一原因とも考えられ

る。また，一万，本作物の播種は他作物に比べ，早く，

岩手県北地帯では，播種後，しばしば，低温に見まわ

れることが多い。このため，下位列が上位列より低温

のため寒さの被害が多く，立枯症状を示すとも考えら

れるので，故気象的な面からも立枯症状の発生原因を

検討する必要がある。

4　対　　　策

第5麦は，予備的に調査したものであるが，下位列

のホールを瞳の肩部に寄せた区が，ホールを中央部に

寄せた区に比べ，生育量が劣るばかりでなく，寒害の

被害が少ない。以上の傾斜地における不整現象の原田

から推察して，その具体的対策は

①細目の1列フイルムの使用，⑦下位列のホールを

畦の中央部に位置する変型フイルムの使用が考えられ

る。
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第5表

10月14日調査

　 項 目

畦の種較

草　　 丈 ¢均 葉　　 数 （枚） 茎　　 数　体） 10珠当り乾物重切 枯死（寒害）株率翰

上位列 下位列 上位列 下位列 上位列 下位列 上位列 下位列 上位列 下位列

横　　　 畦 （D 1 1．7 1 1．0 4 0 4 6 鼠1 8 7 n5 5 4 n 5 5 占 0 5 5．d

横　　　 畦　 ② 1 2．5 1〔し9 5．2 4 7 鼠1 a 7 n4 2 9 n 5 4 9 0 0

江・梼うね①は下位列の播種穴が，畦の肩の端に位置するようにシートを張ったもの。

横うね②は下位列の播種穴が，畦の肩より離れた位置になるようにシートを張ったもの。

5．む　　す　　び

慣斜地における畑稲マルチ栽培において，畦の方向

が横畦であると，明らかに下位列が上位列に比べ，生

育，収量が劣った。その原因として

t　地温が低い。

2・受光量が少なく，抱囲が狭い。

5・土壌水分が多く，温度とも相関連して，立枯症

状の発生の一原因と考えられる。

以上の結果，対策として

（》細目の1列フイルムの使用

②下位列のホールが中央部に位置する変型フイルム

の使用

が考えられる。

畑稲マルチ栽培に関する研究

第7報　瞳面の整地とフイルムの密着条件の影響

佐藤息士・古沢典夫・鎌田信昭・神山芳典

（岩手　県農試）

1．ま　え　が　き

岩手県における畑稲マルチ栽培は革新的な技術とし

て，昭和45年度から本格的に農家段階に普及し，顕

著な成果をあげてきた。また効果を発揮できない一部

の農家についても問題点を指摘してきた。そのうち昭

和45，44年度に整地条件によるフイルムの密着の

良否が畑稲の生育および雑草発生消長に及ぼす影響に

ついて検討した結果，整地の良否がマルチ栽培の効果

を左右することが実証できた。つまりフイルムの密着

の不良は地温上昇効果少なく，とくに畑稲の初期生育

が劣り，出穂期が遅れ，穂揃い悪く，籾摺歩合も低下

し，屑米増をまねくことが明らかとなった。

また除草効果は整地方法による差がきわめて顧著で

あり，整地が均平であればフイルムの密着が良好で，

吐面の雑草発生を抑制することが確認されたので参考

に供したい。

2．試．験　方　法

1．昭和45年度

（‖　供用品種：シモキク

（2）供用圃場：腐植質火山灰性壌土

（81施肥量（成分晦／a）：Ⅳ一m8，Ⅰ㌧05

－174，瓦20－tO‘

（4）播種法：8212透明pHSを使用，密度は

a当り1887株，1穴10粒播種

（5）播種期：8月5日（晩播）

（6）供託条件：1）無整地，2）くわ整地

5）ローラー1回，4）ローラー


